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再
生
・
雄
資
材
の
他
上
り
及
び
過
去
の
苦
境
か
ら
脱
け
出
し
た
反
動
と
し
て
の
泊
費

農
家
が
自
己
財
産
の
秘
密
性
保
持
の
た
め
顔
見
知
り
の
多
い
農
業
会
に
は
預
金
し
な
い
と

と右
の
う
ち
通
貨
金
融
政
策
に
対
す
る
不
信
不
安
は
相
当
根
強
い
も
の
が
あ
り
、
更
に
そ
れ
ら

一
般
農
家
の
考
へ
方
を
肋
怖
い
諜
す
べ
き
立
場
に
あ
る
品
業
会
全
長
、
専
務
理
事
を
始
め
と
す
る
燥

業
会
峨
員
に
積
極
的
熱
意
な
く
、
中
に
は
自
身
或
る
頼
度
の
旋
惑
と
不
信
を
捨
て
切
れ
ぬ
向
が

あ
る
程
で
貯
金
吸
収
熱
は
極
め
て
低
い
も
の
と
見
ら
れ
る。

従
っ
て
農
業
会
系
統
機
関
の
正
常
化
を
図
る
た
め
に
は

山
単
位
農
業
会
臓
員
の
通
貨
金
融
政
策
に
対
す
る
不
安
を
一
掃
し
、
資
金
蓄
積
の
必
要
性
を

徹
底
的
に
認
識
せ
し
む
る
こ
と

間
操
業
会
へ
の
預
金
は
農
業
会
の
事
撲
を
通
じ
直
接
会
員
自
身
に
利
益
を
も
た
ら
す
も
の
な

る
こ
と
を
強
制
す
る
こ
と

が
基
礎
的
な
条
件
で
あ
る
が
、
更
に
強
力
な
る
措
置
と
し
て

ω
県
農
業
会
の
金
融
部
門
と
耶
業
部
門
の
経
理
を
厳
格
に
区
分
す
る
こ
と

間

単

位

農
業
会
に
於
け
る
預
金
増
加
分
は
-
応
全
部
県
雌
築
会
に

.m入
せ
し
め
る
こ
と

悶
単
位
農
業
会
の
事
業
資
金
は
県
品
業
会
に
於
て
慎
重
慌
交
の
上
制
当
て
る
こ
と

凶
県
農
業
会
の
〈
申
副
部
門
を
農
中
に
統
合
す
る
こ
と

が
椴
本
的
な
方
策
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
然
し
乍
ら
目
下
の
処
単
位
農
業
会
の
預
金
は
減
少

傾
向
に
あ
り
、
且
静
岡
県
に
於
て
は
本
年
度
茶
業
資
金
の
融
資
に
当
り
農
林
中
金
の
資
金
繰
り

逼
迫
が
茨
而
化
し
、
そ
れ
と
時
を
川
じ
う
し
て
資
金
迎
用
益
員
会
が
発
足
し
た
L

め
、
過
般
の

共
同
次
官
通
牒
は
山臨ん
T

の
救
済
策
な
り
と
の
感
じ
を
与
へ
た
こ
と
も
否
み
雌
い
状
況
に
あ
り
、

今
直
ち
に
急
進
的
な
方
旅
を
と
る
と
反
っ
て
逆
効
果
を
招
〈
倶
れ
が
あ
る
の
で
差
当
り
本
行
と

し
て
は
資
金
運
用
委
員
会
が
自
主
的
に
系
統
機
関
の
建
て
直
し
を
図
る
よ
う
布
の
線
に
沿
っ
て

漸
進
的
に
指
導
す
る
こ
と
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

附
具
体
的
な
方
鍛
を
こ
ま
券
げ
る
と

ω
単
位
出
業
会
の
預
金
噌
加
を
図
る
た
め

的

農

業
会
の
物
資
配
給
に
当
っ
て
一
部
を
預
金
の
成
績
に
応
じ
て
分
配
す
る
方
策
(
預
金

と
物
資
と
の
リ
ン
ク
制
)
を
考
慮
す
る
こ
と

一
五
O

(ロ)

実
際
的
資
命
吸
収
政
策
と
し
て
は
実
質
的
効
果
を
狙
い
な
る
べ
く
目
新
し
い
貯
蓄
の
実

施
(
例
へ
ば
摘
徳
定
期
預
金
の
売
出
し
)
と
並
行
し
て
行
ふ
こ
と
(
単
な
る
貯
帯
勧
誘
は
効

果
が
薄
〈
且
妙
味
が
紗
い
〉

間
県
農
業
会
へ
の
資
金
吸
収
を
図
る
た
め

的
操
業
団
体
法
施
行
規
則
第
三
四
条
三
五
条
に
あ
る
預
金
払
戻
準
備
金
五
び
余
裕
金
の
述

聞
方
法
に
問
す
る
規
定
は
実
際
問
題
と
し
て
実
効
を
収
め
て
い
な
い
か
ら
、
今
後
は
預
り

金
総
額
に
基
い
て
系
統
機
関
に
対
す
る
預
入
比
率
を
大
幅
に
規
定
す
る
こ
と

例
単
位
農
業
会
の
県
農
業
会
に
対
す
る
預
金
利
率
を
特
に
優
遇
す
る
こ
左

判
事
業
部
門
共
の
他
系
統
機
関
に
対
す
る
預
入
れ
以
外
の
方
而
へ
の
資
命
運
用
を
系
統
機

問
へ
の
預
入
甑
に
応
じ
て
規
制
す
る
こ
と
(
例
へ
ば
そ
の
こ

O
%と
す
る
。
二
十
}
年
一
二

月
末
二
ハ
路
、
二
十
一
一
年
四
月
末
一
一
一
一
一
%
)

な
ど
が
考
へ
ら
れ
る
。

然
し
乍
ら
現
状
に
於
て
は
系
統
機
関
と
し
て
の
植
が
緩
ん
で
農
林
中
金
及
び
県
農
業
会
の
下

部
機
関
に
対
す
る
指
導
力
が
著
し
く
低
下
し
、
市
町
村
山
刷
業
会
ま
た
事
態
の
認
識
と
系
統
機
関

と
し
て
の
由
党
陪
火
〈
る
現
夜
、
各
組
の
対
策
も
附
京
り
世
〈
稗
岐
に
斥
け
ら
れ
、
突
効
を
伴

は
ぬ
倶
れ
な
し
と
し
な
い
。
従
っ
て
そ
の
指
導
に
徹
底
を
刑
す
る
と
共
に
そ
の
突
行
如
何
を
充

分
に
庇
視
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
忠
は
れ
る
。
(
静
岡
支
防
相
川
)

イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
下
に
於
け
る

円
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預
金
通
貨
の
動
向

一
、
は
し
が
き

本
稿
は
東
京
手
形
交
換
所
加
即
似
行
の
預
金
通
貨
並
に
そ
の
回
転
速
度
の
励
向
を
究
明
し
、

島
近
に
於
け
る
預
金
通
貨
の
傾
向
合
把
脳
せ
ん
と
・
す
る
も
の
で
あ
る
。

二、

預
金
通
貨
の
動
向

何
を
以
て
預
金
通
貨
と
肴
倣
す
か
に
就
い
て
は
学
説
上
一
定
し
て
い
な
い
。
通
常
は
当
座
預



金
並
に
当
座
貸
越
感
商
を
以
て
預
金
通
貨
と
看
倣
す
様
で
あ
る
が
、
昭
和
二
十
一

年
二
月
金
融

緊
急
措
置
令
が
実
施
せ
ら
れ
、
当
座
預
金
以
外
の
要
求
払
預
金
も
封
鎖
小
切
手
に
よ
っ
て
取
引

の
決
済
に
用
い
ら
れ
る
様
に
な
り
、
預
金
通
貨
と
し
て
の
職
能
を
持
つ
様
に
な
っ
た
為
、
当
座

預
金
並
に
当
座
貸
越
残
高
の
み
を
預
金
通
貨
と
見
倣
す
こ
と
に
若
干
の
難
問
を
生
ず
る
様
に
な

っ
た
。
然
し
乍
ら
凶
行
通
預
金
絡
の
封
鎖
支
払
の
為
に
振
出
さ
れ
た
銀
行
振
出
小
切
手
戒
は
封
鎖

支
払
果
等
は
枚
数
は
多
い
が
金
額
は
至
っ
て
少
な
し
九
即
ち
東
京
手
形
変
換
所
に
於
け
る
交
換

手
形
種
類
別
調
に
よ
っ
て
之
を
見
る
に
銀
行
振
出
封
鎖
小
切
手
は
自
行
宛
小
切
手
の
中
に
、
又

封
鎖
文
払
粟
は
雑
類
の
中
に
整
理
さ
れ
て
い
る
が
、
金
融
緊
急
措
置
令
施
行
以
来
こ
の
自
行
宛

第
一
表

東
京
銀
行
協
会
社
員
銀
行
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当
路
預
金
並
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当
座
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越
残
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月
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月月
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年

十
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月

十
二
月
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一

二
五
二
四
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一一一一

月月月
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四

月

四
阿

イ
ン
フ
レ
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シ
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下

に

於

け

る

預

金

通

貨

の

動

向

小
切
手
並
に
雑
刷
聞
は
枚
数
の
著
増
に
拘
ら
ず
全
執
は
そ
れ
程
増
加
し
て
い
な
い
か
ら
封
鎖
小
切

手
(
封
鎖
支
払
票
等
を
含
む
)
に
於
て
も
当
座
小
切
手
が
圧
倒
的
で
あ
る
と
云
う
こ
と
が
出
来

る
。
従
っ
て
当
座
預
金
並
に
当
座
貸
越
残
高
の
み
を
預
金
通
貨
と
見
倣
し
て
も
大
勢
に
影
響
は

な
い
。
以
上
の
型
由
か
ら
、
本
稿
で
は
当
座
預
金
並
に
当
座
貸
越
残
高
を
以
っ
て
預
金
通
貨
と

見
倣
す
こ
と
L
し
た
。

担
東
京
銀
行
協
会
加
盟
銀
行
(
東
京
手
形
交
換
所
加
盟
銀
行
)
の
当
座
預
金
並
に
当
座
貸
越
残

高
の
封
鎖
と
自
由
別
の
月
平
均
残
高
は
第
一
表
の
通
り
で
あ
る
の

ます

当

鹿

預

金

三
、
一ニ
九
八

一=
、
四
六
九

三
、
五
九
二

三
、
七
九
一

一一一
、
一一-ヱハ

三
、
O
O九

三
、
四

O
七

ニ
て
八
五
四

回
、
八
一
四

四
、
八
四
六

四
、
五
六

一

回
、
七
一
一

四
、
五
五
三

〈
単
位

百
万
円
)

鎖

計

w
d
出

貸

越

合

て
四

一
五

一
、
三
三
九

一、
二=一

O

て
一
一
回

五
丸
九

五
四
二

五
三
二

五
四
三

五
七
二

五
八
二

五
七
七

五
七
六

五
七
一

凶
、
五
五

O

凶
、
四
九
六

五
、
五

O
O

五
、
六
四
六

六、

O
二
七

六
、
O
九
九

六
、
五
五
九

五
、
五
五
四

五
、
五
二
六

六
、
一
四
一
一

六
、
六
六
八

八
、
O
三
五

八
二
二
七
一

八
、
ご
一
二
六

九、
二
七
七

九
、
六
三
六

回
、
八

二一一

回
、
八

O
八

四
、
八
二
二

四
、
九
O
五

三
、
七
三
五

一一一
、
五
五

一

三
、
九
三
九

回
、
三
九
七

五、
三
八
六

五
、
四
二
八

五
、
二
二
八

五
、
二
八
七

五
、
一

一四
五



二
十

二
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説
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七
五四
0 

回
、
七
八
九

五
、
O
六

O

五、
六
七
三

六
、
七
三
九

四
、
三
六
回

三
、
七
一

六

一
、
九
七
四

一、
九
六

O

五
九
六
三
四

四
-1:; 
明
七
七

一
五

四
、
九
五
六

回
、
三
五

O

回
、
四
四
五

四
、
四
三
七

本
巾
棋
は
旬
末
残
・
苅
を
平
均
し
て
月
平
均
残
高
と
精
徹
し
た。

昭
和
二
十
一
年
二
月
か
ら
自
由
主
封
鎖
と
に
分
雌
ず
べ
き
で
あ
る
が
正
確
を
捌
し
怨
い
為
自
月
か
ら
分
絶
し
た
。

当
盛
山
阿
倍
時間
有
向
は
白
山
仔
付
と
封
鎖
的
μ
付
と
に
分
け
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
、
相
制
規
賛
同
刊
総
額
に
於
け
る
自
由
貸
什
と
封
鎖
貸
付
の
削
合
に
よ
っ
て
分
削
し
.
之
を
以
て
自
由
当
山
田
安
付
、
封
鎖
当
腹
貸
付
と
持
役
し
た。

封
M
m
v
d箆
預
金
に
は
第
ご
H

割
問
問
当
能
制
金
生
命
ま
な
い
。

右
の
如
〈
預
金
通
貨
は
巡
月
増
加
し
て
い
る
が
、
之
を
臼
木
銀
行
券
の
増
加
事
と
比
較
し
て

第
二
表イa

二

十

二

年

金

百世

五

問
、
七
六
八

月

七六

玉、

O
二
三

五
、
六
二
二

六
、
六
九
九

月丹

λ 

月

註

伺同仁.)t-l 

預
金
通
貨
と
銀
行
券
と
の
増
加
率
対
比

官i

五1:'

月

残

;釘

年

n 

四
、
五
五

O

四
、
五
三
O

豆
、
五

O
O

豆、

六
四
六

六、

O
二
七

六、

O
九
九

六
、
五
五
九

月月

四

月

五

月

...L. 
ノ、

月

七

月

^ 

五
、
五
五
四

五
、
五
二
六

六
、
一
四
一-
一

月

'
U
 

J

J

 

十十
一
月

十
二
月 月月

六
、
六
六
八

八、

O
一一一
五

八、

一二
七

一

八、

一
二
二
六

月月月

九、

二
七
七

九
、
六
三
六

凶

月

金
十
一
年
一
月
ヲ

O
Oト
セ
ル
指
数
一O
O
一O
O

-
二
回

一一一一一

一
三
回

-
四
四

一
一一一一

二
二
五

一
四
七

-
五
六

一
八
四

一
八
三

二
O
四

一一一一・
一 通

貨

見
る
と
次
の
泊
り
で
あ
る
。

十

-
年
九
月
ヲ

0
0ト
セ
ル
指
数

一O
O

二
円
五

}
五
一
五
一
六
八

一
七
回

銀

発

行

町

五
六
、
=
ニ
九

五
九
、
三
五
円

二
三
、
七
六
九

二
四
、

O
八
五

三
二
、
四
七
五

三
九
、八
七
九

四
六
、
五
四
三

五
回
、
三
三
玉

六
一
、
四

O
O

六
七
、
七
五
ご

七
て
九
六
三

八
て
九
Oλ

丸
四、
三一一一七

一
O
て
七
四
一

一一

O
、
五
九
五

一

八

、凶
七
O

行

〈
単
位

(平
均
発
行
高
)

券

十
一
年
一
月
ヲ

O
Oト
セ
ル
指
数
一O
O
一O
八
四四五

^ 
t.. 
-c.. 八九

七
一
一O

一
一
一
八

一
凶
六

一
六
八
八
一
九
七

九
、
七
四
五

九
、
凶
一

O

一
O
、
一
一
八

一
一
二
七
六

百
万
円
)

十

一
年
九
月
ヲ

0
0ト
セ
ル
指
数

一O
O
一
一O
一
一
七

一一一一一一一
一
五
四

-

L

、」、
-
-，，
.，，
 

一
八
三

一
九
一



山即ち

H
本
銀
行
券
は
問
和
二
十
一
日
ヰ
二
月
の

n木
銀
行
券
預
入
令
に
よ
っ
て
人
為
的
に
収
縮

せ
し
め
ら
れ
た
結
果
、
昭
和
二
十
一
年
一
月
を
一

O
O
と
せ
る
場
合
の
木
年
八
月
に
於
け
あ
指

数
は
銀
行
券
二
六
二
、
預
金
通
貨
二
回
大
と
な
っ
て
い
る
が
、
日
木
銀
行
券
預
入
令
実
施
当
時

の
発
行
高
を
再
び
突
破
せ
る
二
十
一

年
九
月
を

一
O
Oと
せ
る
場
合
の
本
年
八
月
に
於
け
る
指

数
は
銀
行
券
一
一
一一
一
丸
、
預
金
通
貨
二

O
ご
と
銀
行
券
の
増
加
率
は
相
当
上
姐
っ
て
い
る
。
之
は

現
金
取
引
の
旺
盛
化
、
信
用
取
引
の
衰
退
を
物
悩
る
も
の
と
も
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
又
回
転

速
度
に
も
よ
る
こ
ム
で
あ
る
か
ら
、
次
に
預
A
W通
貨
の
回
転
速
度
を
見
る
為
預
金
通
貨
の
流
通

総
額
を
推
計
し
て
見
ょ
う
。

一一一、
預
金
通
貨
の
流
通
高

通
常
預
金
通
貨
の
流
通
商
と
し
て
は
一
定
期
間
内
に
振
出
さ
れ
た
当
庄
小
切
手
を
指
称
し
て

い
る
様
で
あ
る
が
、
拡
で
は
右
の
外
銀
行
を
支
払
場
所
と
す
る
約
束
手
形
、
為
替
手
形
に
し
て

手
形
交
換
所
に
於
て
交
換
決
済
さ
れ
る
も
の
を
も
含
む
こ
と
‘
ぶ
し
た
。
そ
の
理
由
は
通
常
・
石
の

如
き
手
形
を
持
帰
り
た
る
銀
行
は
、
当
座
預
金
契
約
に
基
き
手
形
支
払
人
を
し
て
手
形
金
額
相

当
額
の
当
座
小
切
手
を
持
参
せ
し
め
、
当
座
預
金
口
座
か
ら
手
形
金
額
を
引
落
し
て
手
形
を
返

還
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
(
と
の
場
合
右
の
当
座
小
切
手
を
受
換
支
払
手
形
と
し
て
銀
理
し

て
い
る
。
)

捌
東
京
手
形
変
換
所
の
手
形
受
換
高
を
見
る
に
次
の
渦
り
で
あ
る
。

第
三
表
東
京
手
形
交
換
所
手
形
変
換
高

年

変

換

高

二
十
一
年

三
、
λ
五
一

四、

O
一
五

回
、
三
六
三

六、

O
一
七

七
、
四
四

一

二

十

二

年

五
.
六

九
、
七
四
五

九
、
四
一

O

一
O
、
一
一
八

一
一、

-
七
六

月月

七

月

八

月

月

年
二
十

一
年

b六
月

月月月

J¥ 

四

十九

月

玉

月

イ
ン
フ
レ

f
シ
ヲ
ン
下
に
於
け
る
預
金
通
貨
の
動
向 二

一

回

二

O
七

一一一一一

二
四
六

(
単
位
百
万
円
)

変

換

商

七
、
九
三
九

九
、
一
一
七

一
O
、
一
八
三

九、一
一
七
O

一
て
二
O
九

月月月月月

一
七
六

-
七
O

一
二
六
、

O
五
O

一一一一
二
、
一
一
ム
ハ

一一
二
九
、
六
二
五

一
四
六
、
九
八
一

二
四
九

一
一品ハ一一

二
二
七

一

一九

ニニ・
1

ニ
O
五

二
三
五

二
一

五

一
八
三
一

二
O
二

一
て
九
O
五

一
O
凶、
三
二
七

一
八
、
九
一
七

一一

、
七
四
九

二
ニ
、三
一-
一五

月

一

λ
、
六
一

一

然
し
乍
ら
手
形
交
換
高
に
よ
っ
て
預
金
通
貨
の
流
通
商
を
推
計
す
る
に
は
汝
の
如
き
修
正
を

加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
即
ち

ω
手
形
交
換
肖
に
現
わ
れ
な
い
次
の
一一
一
種
の
切
手
手
形
を
加
算
す
る
。

開

同

一
銀
行
の
木
支
陪
聞
に
於
て
振
替
決
済
せ
ら
れ
、
通
常
手
形
変
換
高
に
持
出
さ
れ
な

い
も
の
〈
通
常
他
行
宛
の
も
の
と
一
緒
に
他
庖
券
と
し
て
盤
理
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
底

内
交
換
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
次
の
庖
内
振
替
と
区
別
す
る
為
以
下
行
内
交
換
と
指
称
す
る

二
十
一
年

二
十
二
年

月

二
一
、
四
二
回

二
問
、
O
七
八

二
二
、
一一一七
五

二
六
、
=
二
八

二
八
、
九
四
一

十

一
月

十
二
月

合

計

四五

月

二
十
一
年

二
十
三
年

七六

月月

月月

八

月

{ロ}

こ
と
与
す
る
。
)

自
活
宛
小
切
手
に
し
て
甲
の
当
座
預
金
を
引
落
し
て
乙
の
当
座
預
金
に
入
れ
る
様
な
単

(1') 
な
る
脂
内
の
振
脊
に
よ
っ
て
決
済
さ
れ
る
も
の
(
通
常
白
行
宛
振
替
又
は
自
己
苑
振
替
と

し
て
監
理
さ
れ
て
い
る
も
の
で
陪
内
振
替
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
)

直
接
現
金
に
て
支
払
わ
れ
た
小
切
手
に
し
て
振
出
人
と
持
参
入
の
異
る
も
の
(
振
出
人

と
持
参
入
が
同
一
の
も
の
は
単
な
る
当
直
預
金
の
引
出
し
と
見
倣
し
預
金
通
貨
に
算
入
し

F
K

、。ノ

」

γ
~
B
U
W
L

(2) 
(イ)

一
方
次
の
知
き
も
の
を
除
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

雑
手
形
類
川
却
ち
送
金
小
切
手
配
当
債
券
及
利
札
、

振
替
貯
金
払
出
書
、
雑
類

コ
ー
ル
手
形
、
郵
便
為
替
証
書
、

{ロ)

日
本
銀
行
支
払
の
政
府
小
切
手
、
当
座
小
切
手
(
之
等
は
日
本
銀
行
に
於
け
る
政
府
預
金

孟L



呈品
目間

説
(
そ
の

一、、J

金

融

-
五
四

又
は
当
座
預
金
よ
り
支
払
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
本
稿
は
市
中
銀
行
の
預
金
通
貨
の
動

向
を
把
握
ぜ
ん
と
す
る
も
の
な
る
に
よ
り
除
〈
。
)

手
形
交
換
高
に
以
上
の
如
会
修
正
を
加
へ
、
預
金
通
貨
の
流
通
高
を
推
計
す
る
に
第
四
表
の

通
り
で
あ
る
。
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第

四

表

年
二
十
一
年

三
十
二
年

泣

(→ 

月
四五

J.. 
ノ¥七}¥ 九十十

干
月

ト
l
-

一日川

四五..J_ 
ノ¥七八

(
A
)
 

東
京
手
形
交

換
所
交
換
高

月

(
百
万
円
〕

一二
、
入
五

一

四、

O
一
五

四、
三
六
三

月月月

六、

O
一
七

七
、
四
四
一

七
、
九
三
九

九
二

一
七

一
O
、
一八一
一一

九、
一二
七

O

二

、二

O
九

一
て
九

O
五

一
八
、
丸

一
七

月H 月jヨ月月月月月}~ 月月月月

(
B
)
 

行
内
交
換
高

(
A
×
O
、
三

七
八
〉(
百
万
円
)

て
四
五
五

一
、
五
一
七

一、
六
四
九

一
一、
二
七
四

二
、
八
一
二

三、

0
0九

三
、
四
四
六

三
、
八
四
九

三
、
五
回
一

四
、
二
三
七

凶
、
五

O
O

七、

一
五

O

問
、
四
四

一

(
C
)
 

他
庄
券
総
額

(
A
)
+
(
B
)
 

(
百
万
円
〉

五
、
一二

O
六

五
、
五
三
二

六、

O
一
一一

入
、
二
九

一

一
O
、
二
五
三

一
O
、
九
四
九

二

一、
五
六
三

一
回
、

O
一一一一

一

一
二
、
九
一

一

一
五
、
四
四
六

一
六
、
四

O
五

二
六
、

O
六
七

一
六
二
九

O

一
八
、
一}一七
五

二
五
、
六
四
五

二
丸
、
五
二
二

(D
)
 

他

唐

券

比

率
(%) 

六

0
・四

四
回
・四

七七八
O 七三
三六 O

七

一
・一一一

六
八
・八

六
八
・
O

七
五
・
八

七

0
・
三

七
三
・
二

七
三
・

o

七
入
・八

七
六
・

七
・九・

七
四
・

六
九
・

o

七
四
・
一

七
一

二
一

七
一ニ
・
五

(
E
)
 

交
換
手
形
行

内
突
換
庖
内

振
替
総
合
計

(
百
万
円
)

八
、
七
八
四

一
二
、
四
五
九

七
、
二
四
三

一
O
、
六
入
国

一
四
、
五
八
四

一
五
、
三
五
四

一
八
、
=
六

O

二

O
、
六
三
五

一
七、

O
二
三

二
一
、
九
七

一

二
二
、
四
一
-

三
五
、
七

O
八

二

O
、
五
四
五

二
問、

一
四
五

〈

F
)

直
取
小
切
手

(
A
×
O
、一

七
三
九
)
(
百
万
円
)

六
六
九

六
九
八

七
五
八

て
O
四
六

て

二
九
三

て

三
八

O

一
、
五
八
五

一、
七
七

O

て

六
二
九

一
、
九
四
九

二、

O
七
O

三、

二
八
九

二
、
O
間
三

二、
一一
二
八

〈

G
)

雑

手

形

類

ハ
百
万
円
)

八
一
八

七
五

O

一、

O
O六

一、

O
七
O

一
、
一
一
一
一
二

一、
三
五
七

て
五
八
二

、
九
三
七

二三一一一

O

、
二

O
七

四二

凹 七
四一
，七 I~I

二
、
一
五
九

二
二
一
一
九
七

回
、
O
二
五

四
、
四
五
六

手換日
支木(
払銀H
小行)

切交

〈百
万
円
〉

一
七
五

四一
四九
六四

三
七

O

四
三
三

二
凶
二

二

O
八

二
九
七

三
三
七

四
七
六

五
二

O

八

O
O

」ー一一
/"¥ 二ニム

八
七
六

一、

一
八
七
六
五

五
一
七

九
二
ハ

(I〉

頭
金
通
貨
流
通

高

(E
+
F
I

G
-
H
)
 
ハ
百
万
円
)

八
、
四
六

O

一一一、六、
五
四
九

一
O
、
二
九

O

一
回
、
コ
二

ご

一
五
、
一
二
一
五

一
入、

O
五
五

二

O
、
一
七
一

一
五
、
九
九
四

二
一
、
二
三
七

二
て
二
四
七

三
三
、
七
五

O

二
O
、O
九
六

二
三
、
七

O
五

三

O
、
六
七
四

三
七
、
九
二
七

四
六
、
五
六
九

四

O
、
九
一
回

四
九
、
九
九
三

五
=
τ
五
四
六



(吟同

九、

『

匹

目

叩

可

申

J

他

等

比

率
|
|
東
京
手
形
+
議
所
加
盟
銀
行
の
月
末
日
収
納
閣
内
訳
表
に
よ
る
も
の
で
受
入
手
形
小
切
手
に
対
す
る
他
事
の
比
率

F
g
g〔
g
gu+主
判
説

3
2
223wN溜
悼
む
」
で
あ
る
。

手
形
交
換
前
と
行
内
交
換
満
と
の
合
計
〈
即
ち
他
医
券
総
額
)
を
他
山
口
券
比
率
で
釧
れ
ば
府
内
提
替
を
も
含
め
た
手
形
、
小
切
手
総
額
が
得
ら
れ
る
o

直
取
小
切
手

l
l東
京
手
形
受
検
出
m
本
年
六
月
の
詞
斎
に
よ
れ
ば
鹿
取
小
切
手
〈
現
金
払
小
切
手
〉
の
持
凶
手
形
に
対
す
る
比
率
は
約
三
四

・
七
八
M
mと
な
っ
て
い
る
。
こ
の
内
単
な
る
当
座
預
金
引
出
し
に
非
ざ
る
も
の
、
即
ち
取
引
の
決
演
の
為

授
受
さ
れ
た
小
切
手
の
直
取
は
三
四

・
七
八
宿
泊
の
半
分

-ー
七
・
=
一丸
町
却
と
批
申
止
し
た
。

仁)

四、

預
金
通
貨
の
回
転
速
度

担
右
の
預
金
通
貨
の
流
通
商
推
計
額
を
預
金
通
貨
の
平
均
残
高
を
以
て
除
し
、
そ
の
回
転
速

度
を
算
出
す
る
に
第
五
表
の
如
く
で
あ
る
。

第
五
表
預
金
通
貨
の
回
転
速
度
回
転
速
度

了
九
六

年

回
転
速
度

三
二

九

士!Cf--
年

月

月

二
十

一

年

十

一
月

十

二

月

四
・
二

O

二

・
四

O

月月

一
・
七

0

・
八
九

月

二

十

二

年

月

四

一
・
八

三

一
了
八
五

月

月

五

二

・
三
七

月

一一一. 
一

月

七六

二

・
四

七

二

・
七

五

月

四

月

一二
・
九

四

四

・
七

八

月

五

月

八

四

・
三

五

七六

一一・ムハ

月

月

月

四

・
九

問

十 九

一一
・
八
九

月

三

・
四

六

註

右

の

回
転
巡
昨
院
は
左
の
理
由
か
ら
実
際
の
も
の
よ
り
若
干
高
い
点
を
注
窓
し
て
官
官
ぜ
た
い
。

ω
分
子
と
な
る
洗
通
商
に
は
普
通
預
金
等
当
路
簡
間
金
以
外
の
要
求
払
預
金
を
基
と
す
る
銀
行
続
出
封
鎖
小
切
手

も
加
算
さ
れ
て
い
る
こ
と
〔
但
し
封
鎖
支
払
照
は
除
外
し
て
あ
る
〉
。

ω
東
京
手
形
交
抽
問
所
に
於
け
る
焚
授
古
川
に
は
信
用
組
合
、
農
林
中
央
食
時
等
代
理
委
換
を
受
け
て
い
る
金
融
偽

関
の
待
問
手
形
を
も
含
ん
で
い
る
が
預
金
通
貨
と
し
て
は
加
娘
銀
行
分
の
み
を
採
っ
た
こ
と
。

ω
流
通
商
に
は
第
三
封
鎖
預
金
の
封
鎖
支
払
分
も
若
干
含
ま
れ
て
い
る
に
拘
ら
ず
預
金
通
貨
〔
分
母
〉
に
は
第
二

封
鎖
当
盛
田
問
金
を
算
入
し
な
か
っ
た
こ
と
。

八

月

四

・
七

九

月

布
の
如
く
回
転
速
度
は
著
る
し
〈
上
昇
し
て
い
る
が
、
之
は
「
金
よ
り
物
へ
」
の
風
潮
を
物
語

る
も
の
で
あ
ろ
う
。
即
ち
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
進
行
す
れ
ば
、
人
々

は
通
貨
価
値
の
ド
落
に

よ
る
損
失
を
逃
れ
る
為
、
通
貨
を
受
取
る
や
直
ち
に
之
を
使
用
せ
ん
と
す
る
様
に
な
る
。
挺
っ

て
通
貨
の
回
転
速
度
は
急
ピ
ッ
チ
に
上
昇
す
る
を
常
と
す
る
が
預
金
通
貨
に
右
の
傾
向
が
明
瞭

イ

ン

フ

レ

ー

シ

ョ

ン

下

に

於

け

る

預

金

通

貨

の

動

向

に
現
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

次
に
預
金
通
貨
の
流
通
商
を
自
由
支
払
の
も
の
と
封
鎖
支
払
と
に
分
割
し
、
自
由
預
金
通
貨

と
封
鎖
預
金
通
貨
の
回
転
速
度
を
算
出
し
て
見
ょ
う
。
封
鎖
小
切
手
総
額
は
封
鎖
預
金
の
封
鎖

支
払
調
に
よ
っ
て
抑
へ
得
る
か
ら
預
金
通
貨
流
通
総
額
か
ら
之
を
差
引
け
ば
、
自
由
小
切
手
総

額
が
推
算
さ
れ
る
。
之
を
夫
々
自
由
預
金
通
貨
、
封
鎖
預
金
通
貨
を
以
て
除
ぜ
ば
第
六
表
の
如

〈
、
自
由
預
金
通
貨
と
封
鎖
預
金
通
貨
の
回
転
速
度
が
得
ら
れ
る
。

預
金
通
貨
の
回
転
速
度

預
金
通
貨
流
通
高

第
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弓1>.
b刷

説
〈
そ
の

一、.J
金

自由

-一人
・回

問問
・
五一
ユ・五

五一
-
z
一

喜一
・九

-t . 
::;"-， 

去五
・九

回六
・五

四八
・七

四七
・

一一
・
一人
. 
・信

一
五
--一。
回
-
一Z
間
・出穴

国
・
-六
回
-
一=一

四

-
u
一七
回
・五人

広
・
エ
九

八

月

之
に
よ
れ
ば
昭
和
・

一十
一
年
凶
月
に
於
て
は
封
鎖
小
切
手
類
の
流
通
商
が
総
流
通
商
の
丸

一一了
六
町
却
を
占
め
て
い
た
が
、
そ
の
後
逐
月
自
由
小
切
手
類
の
流
通
高
が
稽
大
し
本
年
八
月
に

於
て
は
自
由
小
切
手
分
五
四

・
一
%
封
鎖
小
切
手
分
四
五

・
九
鬼
と
な
っ
て
い
る
。
尤
も
右
の

場
合
の
預
金
通
貨
流
通
総
額
に
は
封
鎖
支
払
瑛
の
分
が
除
外
し
て
あ
る
に
拘
ら
ず
(預
金
通
貨

流
通
総
額
推
計
の
隙
雑
類
を
除
い
た
結
果
〉
流
通
総
額
か
ら
差
引
い
た
封
鎖
支
払
分
の
中
に
は

封
鎖
支
払
取
が
含
ん
で
い
る
か
ら
、
自
由
小
切
手
分
が
実
数
よ
り
若
干
過
少
の
雌
い
が
あ
る
。

尚
回
転
速
度
に
於
て
は
阿
税
共
上
昇
し
て
い
る
が
、
金
融
緊
急
措
置
令
突
施
当
附
自
由
預
金
通

貨
の
団
転
述
肢
が
組
め
て
低
い
の
は
岡
松
速
度
の
小
川
い
大
口
の
当
座
預
金
が
封
鎖
さ
れ
、
回
転

速
度
の
低
い
小
口
の
当
座
預
金
持
が
自
由
預
金
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
推
仰
和
さ
れ
る
。

玉
、
イ
ン
フ
レ

ー
シ
ョ
ン
下
に
於
け
る
信
用
取
引
の
衰
退

以
上
に
よ
っ
て
預
余
通
貨
の
増
加
事
が
現
金
通
貨
の
そ
れ
に
及
ば
ざ
る
こ
と
、
誕
に
そ
の
回

転
速
肢
が
上
封
し
つ
L

あ
る
こ
と
が
明
か
と
な
っ
た
が
、

次
に
信
用
取
引
(
預
金
通
貨
取
引
)
の

趨
勢
を
考
策
し
て
見
ょ
う
。

前
掲
の
如
く
預
金
通
貨
の
流
、
吊
旭
町
向
は
逐
月
川
崎
加
し
て
い
る
が
昭
和
二
十
一
年
一
月
を

-
0
0

と
せ
る
京
京
仰
光
物
倒
指
数
を
以
て
.
預
金
通
貨
流
通
商
を
除
し
、
二
十
一
年
一
月
の
貨
幣
価
値

に
挽
却
し
て
見
る
と
加
七
哉
の
泊
り
で
あ
る
。

第
一マ
ヤ
二
年

月

入、
七()一-

四

一六
、t
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五

回、九
O
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右
の
束
京
卸
売
物
価
指
数
が
、
通
貨
の
真
実
制
値
を
正
確
に
表
わ
し
て
い
る
と
は
云
い
得
な

い
が
、
物
断
水
地
の
上
昇
に
比
し
預
金
通
貨
流
通
刊
の
相
加
率
が
掛
め
て
低
い
こ
と
は
明
か
で

あ
る
。
勿
論
通
貨
の
流
通
総
額
〈
現
金
通
貨
預
金
通
貨
夫
々
に
夫
々
の
回
転
速
度
を
・
来
せ
る
も

の
〉
は
物
又
は
サ
ー
ビ
ス
専
の
取
引
総
誌
に
も
依
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
預
金
泊
貨
流
、通
商
の

増
加
率
が
物
仙
の
脚
質
率
に
忍
ば
な
い
か
ら
と
て
直
ち
に
信
用
取
引
が
衰
退
し
て
い
る
と
は
云

い
難
い
が
、
鉱
工
業
綜
合
生
産
指
数
を
見
る
に
昭
和
二
十
一
年

}
月
は

一
三

・
四
(
昭
和
十
|

十
二
年
平
均
・
を
一

O
Oと
す
〉
と
な
っ
て
い
る
に
対
し
、
其
の
後
逐
次
上
昇
し
て
木
年
七
月
に

於
て
は
三
二

・
九
と
な
っ
て
い
る
事
実
か
ら
し
て
も
物
の
百
に
於
け
る
取
引
総
置
が
減
少
し
て

い
る
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
。
物
倒
が
勝
賞
し
、
取
引
総
担
も
上
昇
し
て
い
る
に
拘
ら
ず
、
預
金



通
貨
の
流
通
高
が
、
物
価
の
勝
賞
率
に
及
ば
な
い
場
合
は
信
用
取
引
が
衰
退
し
、

旺
盛
化
し
て
い
る
と
云
い
得
る
。

担
預
金
通
貨
の
増
加
率
が
銀
行
券
の
増
加
に
及
ば
ざ
る
こ
と
、
並
に
そ
の
回
転
速
度
は
上
昇

し
て
い
て
も
現
金
通
貨
の
そ
れ
に
は
及
ば
ず
信
用
取
引
が
衰
退
し
つ
L
あ
る
こ
と
は
明
か
と
な

っ
た
が
、
こ
れ
等
の
現
象
は
と
り
も
な
お
さ
ず
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
を
意
味
す
る
も
の

に
他
な
ら
な
い
。
即
ち
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
進
行
す
れ
ば
す
る
程
人
々
は
通
貨
価
値
の
下
落

に
よ
る
損
失
か
ら
逃
れ
ん
と
し
て
通
貨
を
入
手
す
れ
ば
直
ち
に
物
に
換
え
ん
と
す
る
。
従
っ
て

通
貨
の
回
転
速
度
は
現
金
通
貨
も
預
金
通
貨
も
共
々
急
激
に
上
昇
す
る
を
常
と
す
る
。
こ
の
場

合
現
金
を
所
持
す
る
方
が
預
金
通
貨
を
所
持
す
る
よ
り
も
換
物
に
よ
り
便
宜
で
あ
り
、
よ
り
迅

速
に
こ
と
を
運
ぶ
こ
と
が
出
来
る
。
更
に
統
制
経
済
下
に
於
け
る
闇
取
引
は
証
拠
書
類
の
残
る

信
用
取
引
を
極
端
に
忌
避
す
る
か
ら
信
用
取
引
は
益
三
設
退
し
、
現
金
取
引
は
任
感
化
す
る
。

斯
〈
て
現
金
需
要
は
愈
々
増
大
す
る
の
で
あ
る
。
信
用
取
引
の
複
活
に
は
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
抑
制
し
、
間
取
引
を
無
く
す
る
こ
と
が
先
決
で
あ
る
。
(
安
・
き

現
金
取
引
が

イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
下
に
於
け
る

金
利
引
上
げ
の
可
否

Us 
和
23 

1 

昨
年
十
月
金
利
協
定
が
独
占
禁
止
法
に
抵
触
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
為
め
廃
止
せ
ら
れ
、
新

に
臨
時
金
利
制
説
法
に
基
〈
最
高
金
利
が
本
年
一

月
よ
り
実
施
ぜ
ら
れ
た
が
、
定
期
預
金
制
率

は
四
匝
乃
至
穴
匝
引
上
げ
ら
れ
期
間

一
ヶ
年
の
も
の
は
年
利
回
分
二
厘
に
、
貸
出
利
部
は
原
則

と
し
て
日
歩
二
銭
主
出
と
従
来
に
比
し
二
一
脇
市
と
な
っ
た
。
斯
〈
金
利
を
法
律
に
よ
り
調
盤
せ

ざ
る
を
得
な
い
の
は
之
を
自
由
に
放
任
す
る
時
は
更
に
勝
貴
す
る
筋
合
に
あ
り
、
之
が
吾
が
国

経
済
に
悪
影
響
を
与
え
る
か
ら
に
外
な
ら
な
い
。
然
し
新
金
利
が
従
来
に
比
し
引
上
げ
ら
れ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
の
は
金
利
統
制
の
有
無
に
拘
ら
ず
現
実
に
於
て
之
が
上
昇
す
る
こ
と
を
認
め

た
も
の
で
あ
り
、
金
利
割
藍
法
は
其
の
上
昇
を
最
少
限
に
止
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
初

論
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
下
に
於
け
る
金
利
の
勝
貨
は
仮
令
統
制
が
存
せ
ず
と
も
物
価
の
品
腕
と

イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
下
に
於
け

る
金
利
引
上
げ
の

一
則
脊

同
一
歩
調
を
と
り
得
な
い
と
と
は
裂
に
本
時
報
第
二
号
【昭
和
二
十
二
年
七
月
〕
に
於
て
述
べ
ら

れ
た
如
〈
で
あ
る
が
?
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
も
腕
費
す
る
こ
と
は
否
定
し
得
な
い
。
今
何
故
に
金

利
が
騰
貴
す
る
か
そ
の
原
闘
を
み
る
に
次
の
如
舎
も
の
が
あ
る
。

付
物
価
の
勝
貨
は
必
然
資
金
需
要
の
増
加
を
衡
ら
す
。

物
価
が
勝
賞
す
れ
ば
企
業
の
固
定
的
運
転
資
金
が
増
加
す
る
外
、
手
持
資
材
並
に
商
品
価

格
の
将
来
に
於
け
あ
昂
騰
を
見
越
し
て
山
来
る
限
り
之
等
を
買
溜
め
ん
と
す
る
結
操
生
ず
る

資
金
の
仮
需
要
が
激
増
す
る
。
更
に
物
価
腕
貨
に
よ
り
利
潤
の
高
い
事
業
を
新
に
営
む
も
の

が
場
加
し
、
此
の
方
面
の
資
金
需
要
を
増
大
せ
し
め
る
に
拘
ら
ず
、
資
金
回
収
は
進
捗
し
な

い
。
か
ぐ
て
資
金
需
要
の
増
加
は
必
然
金
利
を
昂
騰
せ
し
め
ざ
る
を
得
な
い
。

同
イ
ン
フ

レ
ー
シ
ョ
ン
下
に
於
け
る
金
制
勝
賞
は
元
本
の
価
値
低
落
を
カ
バ
ー
し
特
な
い
結

果
、
資
金
は
直
接
物
に
投
資
さ
れ
貸
付
資
金
は
減
少
す
る
。

イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
下
に
於
け
る
金
利
は
物
価
勝
賞
に
さ
え
遅
れ
る
も
の
で
る
る
か
ら
、

元
木
の
側
価
低
落
を
カ
バ
ー
す
る
こ
と
は
全
く
不
可
能
で
あ
る
と
云
わ
ざ
る
を
符
な
い
。
此

の
結
果
資
金
定
貸
付
資
本
と
し
て
運
用
す
る
こ
と
は
直
接
物
に
投
資
す
る
こ
と
に
比
し
極
め

て
不
利
な
立
場
に
立
た
ざ
る
を
得
ず
、
従
っ
て
此
の
種
資
金
は
減
少
す
る
が
之
が
金
利
引
上

げ
の
一
因
を
な
し
て
い
る
。

同
イ
ン
フ
レ
l

シ
ヨ

γ
下
に
於
け
る
商
業
利
潤
の
増
加
は
此
の
方
面
に
投
下
さ
れ
た
貸
付
資

本
の
利
子
を
増
加
せ
し
め
る
。

イ
ソ
フ
レ
1
シ
ヨ
ン
下
に
於
て
は
生
産
を
行
う
よ
り
転
売
に
よ
る
利
益
の
方
が
極
め
て
大

き
〈
商
業
別
潤
は
増
大
す
る
が
、
其
の
資
金
合
自
己
資
本
の
み
に
て
調
達
し
得
ず
、
借
入
資

本
を
も
必
要
と
す
る
時
は
利
潤
の
一
部
は
利
子
と
し
て
資
金
提
供
者
に
支
払
わ
れ
る
。
従
っ

て
商
業
利
潤
が
増
大
す
れ
ば
借
入
資
本
に
対
す
る
利
子
支
払
の
増
加
も
可
能
と
な
り
金
剰
を

引
上
げ
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
此
の
事
実
は
闘
金
融
に
於
け
る
高
金
利
が
問
売
買
に

於
け
る
高
利
潤
の
結
果
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
明
瞭
で
る
る
。

側
金
融
機
関
に
於
け
る
資
金
コ
ス
ト
が
増
山
市
す
る
。

貸
付
資
木
が
減
少
す
る
結
果
金
融
機
関
の
預
金
噌
加
は
物
価
勝
貴
率
に
追
随
し
得
ず
、
他

方
経
費
は
槻
じ
て
物
価
の
崎
貴
に
応
じ
増
加
す
る
為
め
資
金
コ
ス
ト
は
増
嵩
せ
ざ
る
を
縛
な

従
っ
て
金
融
機
関
は
そ
の
経
常
上
貸
出
利
率
合
引
上
げ
之
を
カ
バ

ー
す
る
こ
と
と
な

L、。
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